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一!
二ツケル結晶立に於けるエチレン分子扱着の確率表式についそ

松下三十会部

籍 v百
G 

N 留のニyケ)].-原子が護較的に或は1f'磁的l1:規則的に配列じて変多，その上に n擦のエ

チレユィ分子が吸着する場合を考へみイ良しー揮のおヂレン勢子は;抱擁れる二つのニ y

問時l1:絞殺するものととするくねSN/め.かかる扶況の下で総長得る重々なる吸器訣慈を，特に，

或る特定の相隣れる一軒のりか貯に注目してw訪れえそのごつi鳴っ℃ー{問のエヂレン

分子が吸著してゐる場合もあ担二儲の執れにも金銭エヂレンの吸者がない場合もあD片方だけが

吸殺され守二ゐる〈その叉|捧と跨って)揚合もあ歩，或は二個のエヂレン分子の各占星i主分認で乙の

ニエ yケル原子が授はれ℃ゐる場合役生tょう.期内数援の王子衛並"Ct!'1:反感遠震の統計カ等主

的理論l1:於て上のおきごE奈子吸若をなす不均一系の問題を扱ふときには，議々のzp街や反蕗速度

の貰算に建J)， 先づ今到懇せる如き各場合の揺る藷至存在 N，n のgiij童文として表す事がよど、

なる.然し，かかる確率の認識なる表式をと求める事は，たとへ，ょた yケノL躍す立の護送列として

る単結晶E安部へば (100)なとり，エチレンはその頭上最娃距離にある二つのよ立 yケル
<**--1 / 

t乞跨つ℃のみ吸著ずるものとし旦つ吸着分子簡の拐互作用段無いとする，といふ如き最も箪純絡

した場合17:於℃も数率的に可た控蕗鈎な間藤である.筆者ほ此臓にか Lる誇題3と取扱ふ一つの新

しき方法を示しそれに譲って~が N に兆し充分小さい時〈態ち飽和吸着に議い場合〉には

抵叡的に各確率が犠あて欝寧2主巨ト3敷設以って表しf号

で

L 車線上の場
毎
会

本議で設はんどとするのは，一際錦上に等鵡織で離列する Nl!溜のエエ yケJレB震予に鈴密のエチレ
(，ド*本}

ン分子が吸着する場合で遣うる. との場合は開題は簡E誕百遣うって，ここに地ベる如き方法!::用ひ歩

C<T) 鋭部毅

(後〉 後jへば， との確主将をfflV'て不解離ニ原子分子の汲完雪'm滋正常が援に事事mされる.かムる長選flHま綴事裂の
8軍象笑E.

。*) 1ftし間一品ツケノレ原子にこ二てコ以上のエチレンが奴吸着 L移ないといふ駄だげ

約提になる.

ぷタ

る.之が捻識の

令制)かふる塁走怒号令後際上に求むれ?ふ例jへばユツケんのく110)結晶溺に於〈その短間隔の品ツケノレ潔子

院にのみエチレンが盟主務ずると Lた滋1;t， .nがNt之裂して絞り大きそない撃をには近似良告に新〈絞殺ふ場

が総書終る.

-(1) r偶然」第二終. p'I4. 
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総 U 主装

どともj室援の考委努によ Pもっと鰭議i1:lE確に解けるく第三節参照〉の守護うるが，今， tl:号認の佐賀を7

概観しf怒る便宜と平面上の媛合への露用に僻へて，一設的Ic:.照ひ持主訟でで方法をと阪線上の場合につ

き説明ずる事にする.

議鎖的に配列ずるニエァケル原子にニたるデレンの如きニ原子分子が吸器ずる場合には，一つの焼成

(隣接せる一封のよ::'oyケル涼子役瓜デレン分子一{僚の吸着し得る揚訴とし，て見るとき之を“庭
議

席けとi手ぷ惑にする〉については，起D得る欣態泣きたの石つ守護うふ〈撃さ議の持は役践する座席，

自丸は吸殺されないぷッケft-原子，蒸丸はニニァケJL-原子にエにチレンの吸着した絞態3とえ氏ナ〉

区今]針語 9jJ íü 語ミ~. ~十。@+診
し鳴・ー・・ー駒僻岨-'

(AJ (B) 

第

¥lCt)， 

I 

(Cd)J， (D) ， 

額

護室長上の伺蕗かにi誌の渡滞在指定じた時，その底席に就い℃以上の各場合のJ怒る確率を-N，nの

言語i数として表さんとするのである瞬

か与る確章容を求める震には，うとづN11閣のニ yケノL-}J衣子に九個のおき件レン分子が吸器ずる悉ゆ£

る吸者抗議沿線数が求められねばならない.此斑ではそれをと次の搬な方訟で求める.今とのこ?

クJL-原子の凱ダリ上にと金持あ総ての座席に第S舗の如く一高官より艇号えに若干諸家賠ける.座席の数

7i:: N'とすれば N'=N-1. そこで，一主義 N'友る五方形を考へその蹴交ぜる二違7i::路線軸4

eし(:/{，y)， 動からの距離?と獲じて湖上の各監に綴錦ーを興へる.然るときは n=2なるときのι

鱒ての吸者獄態を誌の正方形内の若手絡子監(廠概軸J二を捻oに牒往しめる事が出来る〈第3-
E護).

1. 2. J. 一--.・…一橋………，N:'" N' 
、第 2 襲警

イ旦し誌の接合211留のエチレン分子はm.:Z11出来るものとして

ゐる(立下響くエチレンの各分子が直脱出来るものとし℃

る). 禽，問題の前提として阿ーニエァケJL-}J京子

N 
号告
ι 
の
J:' 
チ
レ
/ 

分
二子 3 
9) 

1ii 2 
置 f

1 1 
にこっ以上のおおレシは吸着し絡ないとしたから，関上 鮮の王子~~分寺の111 議

x=ヲ及乙rx…y均士と1'"主る主主線上の各顛に章受窓?る紙態は 告書 8 溜

貰在しない.母，各格子黙の之と下の一号車]はその格子離に附顧してゐるものとする(立下か L

投の…割安総抱と草子ぷ.純飽は常に務予駄に一巻}ーで部欝ずる). 金格三子偽離の数はとのE方形の

諜撲を表す撃に等しいから，そのやから翼在Lない祇蕗に翁雷する闘の若手;影部分を設いた白い部

分の冨壌が n=おなる時の全紙態教でるる.之喜と算定するに営安，棋聖5部分とElい部分との境界

繰を稿者の初出の中間7i:;j爵-5ご*の車線 mータロごと1.5で、置換し，との務に挟まれたる面積を立つ
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ツケル総長主豆否反於ける品ナレ の縫率表式に。い七と

て近銭的tz:.:斜彩部分の繭撲とeずる(近位。‘議合正方静からとの部分を除けば礎控の二つの肖い

五都Nま;沼寄って日透くよI{'-1ぷ〉なる小正方形a:形づくる. る主主成態数は近法的にくN'

エヂレン 11，仰の場合，その議ゆる肢養成態は，a1， X2，・・・・，ぬく0話zt=三Nうなる匁鵠

N' なる 11， 央党三ヱコぢ韓中の各格~r鱗に諮濯する.1比の場合的=XJ(i， j 

に 1，2，・・・ nOヰ1J: t二つをと選ぶ悉ゆる組合ぜをとる〉・・・.(i)で表される%。盟舗の (n-1)

戎克zr函及び之等t丈夫J是正F行なおi…Xj=士1 2ド瓜に含まれる織での格子諮〈部ち自己の~f震の

*1'1:之等の主主の執れかをi翁-足ずる一撃すa:組以上有ずる黙〉は萱在じない説話にtit:t繕ずみ故に

之等のをや部上に中心をと手ぎする縞

ての締結ば“斜影"を織されね

ばならない. ;:;うすれば其の磯

齢の"白い部分けの髄積が s殺

にお顛の場合の吸替紋態の総裁

に主主之5.此の際的一勺出土1と

Zi，-Xj =--日とは夫々白い部分

と料影部分以淡である.都ち

f'l1fl~に白い部分はなく後

a， XJ 
告義 4 総

T 

n 3 
者の外制に斜影部分はない.今 、 務 お 票実

その中!閣にある均一匂こと1ふ・・・(ii) を以って磁さ五分の境界線に置換し，之に挟まれたる部分会

を斜影部分とする.然るにi比の立方韓はzr闘い.)によって欝なる n!個の部分に分たれる.
くii)は〈けに平行にして，その爵掬に劉稀絞る部分芝草宣言認する平面でるみ 新くゐて，

この立方鰭中主主 (ii)に挽まれたるお拾を誇き接室主役総蒸して新しく伶次元立方韓をつく

が出来る.その一議を (N'-j(n))と霞けば求むる金設毅数は (N'-jCぉ))宛と表される.後に

詮明ずる授に詫u-(詰1)，j(n)=L5(n~1)暢以上よ þ ， 11， {I悶のおきFレンを酎底上織に毘殉ずるN'

{協の窓席tr:践らせる盛らせコむの数は，エチレン分子を直ijiJ した場合 (N'-1.5九十1.め伶

放にこ払チレン分子を議鍔しない時の紋験教を Q~N， n) とナれぬ

;"'.T .: '¥ (N' -1.5川 -1.5)'11Q(N，n)ー と山← ぐ1)

女にさ等の織での訣態のゆで，指定されたー是認席が (.A)なる訣態(第1闘〉にあるものの数

をと求める.一今，詰問する座席の若手線a:μとすれば，求むる数は，N'の中から ρ-1，μ， μ+1 

0)3つ3と捺いた N'-:ゲ閣の謹稼に幻， {I問のエチレン蓄と麗らせる盛らせ方の撃に等し¥ri.LのN'

-311還の席は…般に義の N'諮り如く連続しではゐないから，席数，エヂレン教と設譲数とり関

係も先の(1)と若手兵るのであるが njN' がIJ、さい時にはその差を無毒患ずることが開策る
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主宰鋳

ぐGa，)o蕩合は

〈第三鮪参漂).設に今μが空いてゐる訣譲数乞 Q(N'一号 n)定以つ℃表ず(逗鋭JI).鳴ると

設は，(A)の織票与を A として，

A;:::QぐN'-3，1の_(K-1.5)" 
一石(N河一一寸U王研・惜し K京町-1.5n〉2

共/I1:，(B)の場合の激..::r::.チレン介ヲこを区別さへしなければ，n 1，隠のヰ111留がμに盛つ℃ゐる

ものとし-c.，幾多の「玲-1鍛のエヂレンを Nr-3i闘の滋主席に騒なぜ?る底らせ方の数J

@い.先と悶じ意味わ近イ立に於-c.Q(N'…らおーめと表される.

個長反らせに p.~2， ρ， ρ十 1 ~と空けてをけばよい e

p.+1に1鰐康ら、:l:tp....，..1， p，μ十2i:~設ける，熟れの場合も蹴蕗数は Q(N'-4， n 

μ十1/11:2関経らせE委主の 7志向ナ21閣を μ…忽， μム1)p.， ρート1，μ十2の

6席者と徐いたよV'-5の席に配る総担方の教，Q(N'-5，九ーの.

B二J2{主三 11，K，，-l 
五了一一点主主平

QCN'..:....'4，. n":"':l) (Kーま)"-1
~坑巧ーで函

D …11，(nーめぐK-O.浮〉一
一一一一石むτ可一一一一一…平工芸…

(0よ〉の場合.

(D)の場合.p.…1，

(2)〆C 

ニッケJJ.cのぐ100)結晶蕗に於て，最短距離にあるニ涼子のみがエチレン弘警の座席たり得ると

すれば，一つの雄jおについ℃起b探る批態はきたの '17だけである.

2i h .2; Pーを: 0 : C'ffIiJI : 
8 

:史!izj 宍 L2i
(C，l (C，) 

面上の場合0
4
 

冊、
:&t毒事 :0: 
:0: 0-ゆi
L.・J 私_.:..;

.命...，
~O: 
:0: 、場守.，

(Al 

ペ的向
J

fι.1 

、，
~φle+ø φ神;

jφ+寸~f/!)-十-0: o+e: t 
恥 ω・，‘・伽d

(Dタj

ICS) (C.I fGJl 

!i山 1:
:的 l
(0..:1 ID.(J 

;曜I+G

ζi2j 
(0..11 

181 

-ep--u・8
J

ド

@
十
品
田
@
十
品
暗
。

働

F---a
，.，
L

，t IE1 ) 

N が開ーであづ℃も訴の外騒の彩放に上って，

問ιふではない，務し時上に於ける~J1hの分布殺度はこ"ァケル原子の衝喪の 2 傍であ
〈本〉

充分大きい時には略々 N';:::2N と践でよい.今密:史上，外形が箆彩をなナ場合につ

ぐ後) 1つの品ツケみ!渓ミ子役 4僚の坐病ぎが芸名手まし(周事撃にあるものは例外)， 1つの主義務は21関のぷ fλケル

原子をf奇心J殺に主主勝議定f主主ツケル滋子業主の 2会きである. 1ftしその主義にr;J胤車撃にある

;こ土主しア百分11'え2る楽語Z必喜さである.例へば康二子治;総統ヌミ-kNA1!1l1， NB!，'iilの怨影間E苅jをなすときなN'出

2N-くNA十NB)である」
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と参拝る長民主雪の鍛 N'I之

Ni:J{ 

ら

ら，

濁

rD.J 

e 参葬

所でZド溜上の場合ば，
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ユヅケル結晶商に於けるエチレン芳子吸着の確率表式にてコいて

N'と nとの函童文として上の各場合の起る確率を求める事.にする.

借 問題のと yケlv面上I'C.とり得る綿ての座席に，例へば第7固に示した如き)1聞に一聯の番競

1 を奥へる.との呑披は N'迄ある.斯くすれば直線上の場合主同様，n個のエチレンが此の N'

{自の座席に座る悉ゆる坐り方t，一遺 N'なるねきた元立方瞳の各格子賄に霊t臆せしめる事が出

来，従って叉，貫現不能の欣態に相臆する細胞に“斜影"を施し残りの“白い部分"の煙積を以

って全欣態教とする事が出来話.， n==2の場合正方形中の斜影部分の分布は第8園の如くなる.

之は一般の 7ZZえの場合の基礎構造である.乙の白い部分を算定するに営D先づ，斜影部分の中で

第 7 間

5 10 15 ' ?O P五 10 3五

3第.8 -悶

封角線を含まない各部分を，夫々執れかの座標軸に平行にその零難方向へ，封角線を含む部分に

密着する迄移動せしめる.第8固に就いてζ の結果は太い貰線で示す如くなる.之は鹿々に不規

-59 -
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鱗 業主

見!J1.主犠携があるがそれを霊長識で潜った如く (近位III)，i宣議上の揚合の露務と同形に‘

ずる事が出燕える.くこの訣?良部分はニユァケ}vii支のj潟織にある座席の議摘がや央部のものと異る1還

の援護形の不費よ夢生じたものでp立念講ず事は要するに薬殺D影響を無線ずる事である).以後は

痘組上の場合と爵様，イ且し“手持境界消"が鹿標章夜空知;;，新は 3.5であるから註1によ!J f(n) 

==3.5(鈴;-1).能って吸器統誌の嬬童文(但しニ怠チレン分子役阪自立しない3を Q(N，n)とすれば，

一 (N'…3.5n十3.5)n
Q(N，n) γ一一一万 (3) 

く一般の n~えの場合に上の如き卒行移劫を了行ふも来上℃斜影部分!の全能の鰻積に襲イ七を楽さない

であらうか.問題にゑるのは，立方館中で若手斜影部分が交錯する持交叉によって共有さ.れ

の罷績の鑓化如何でさうる.然し，之等の科影部分はt;!tれも艶匁縁〈原黙とくN'，... Yう・・・，Nう

をと結ぶ直繰)11:平行に延びた立憾でる担礎って共全容の共有部分も常に封1号線に干狩である;事，2f5.

を行ふも各交叉j号は不饗である事，及び、fおA多が常にtJj号線主戦として完全に齢構である島事

等よ主推論すれぜ，少くとも著しい饗化の主主じない事は推測し得る.イヨし η，λN'がふなる時に

(3 )が金紋強数を去す…絞め近似式た長諮る惑は説2に鐙約ずる〉

きたに特定のー液席に1ftし (A)乃去三 (Eli)の各挟混喜と詰定した場合の訣慈敷設求める.先張，

腕j常設指定されたニ広三件レンの数 (11の~差引いた互譲歩のエチレンも持主主決況によってさ妥いてる

るかの定まった室長滞(その激 m')立外の駿j市民間る霞善方の;数，として援へばよい.

今度は，隣接する座席も接携については必しも議韻ではなく，従ってその m'強の座席を除いた

詩句生歩、るえた隷表示爵形上の不主党見守箆五年も一節所には安らないが N'. 'ÌJ~充分大会く且つそれに

よむしねが議長大.きくない場合のみ安考へること λしその不規出館所を無視して Qぐ.i.V'-m'，

n…nのに立り求むる紋穣数~表ナ. (A) Jj至 (E2) のみ場合の m及びm'は言えの郊くなる(第

ゑ麗参照).

キ
(0.ρ 

{A74J~fCL2EP3 i警護}{!JJ ((C;I) 
IAJ. 

韓
(06') ， (E1) 

(fD7) i菅JiWl"' tiE2}民喪)
(0，) 

察 9 間
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ツデノレ宗青島言語tこ於けるよ込ラヂレン分子奴獲の磁霊辞表式に?いて

iωI  . (B) I (己)(CJIくの-(C，ρI (IJD 糾)ベDs)向向王将ぬ

m 0 1 1 1121  2 2 - 1 2 

仰も' γ 10 13 13 13 12 

之によっちこ冬場合の鶴壌を求むれば〈鍛し同一結果をと奥へる一群に艶しとは添字設省いた共遇

。文字によ p一般的に指す)，

畳一 Q(Ni-7，11，) 叫 (Kいて生5)~
4 …Q じであ一一叫てKてt-3.5)1I，

B=ぉ

。-Q:N'-10， n← 1) ~(K--'3)ト1
Q(N， ー (K+3ぷ〉η， くK諸 N'-8.5ぉ) (4) 

D-QCAf'-13，丸一均一%ぐ純一めぐK-2.5戸-2
一一…7J石町可一一 … (K十3ぬ%一

ーの一出王立グサ
一一一京烹可一…ー十 (K十む.5}".

常，ニ y ケ l~のく111) 惑をとお場令には， Q(N，比)=(N'-δ.5丸小5.5)n/n!~と汗jひ℃同様に各

櫛寧 (35の接合がある〉喜と求める喜容が出来る (Nt勾3N). {豆し，近改の恕皮は(100)の議合

J:tも更に良くないから，定霊前な値の持られるのはね<Nの俊fltの一騎巌しい範院に践られ
る.叉 (110)簡については，長(来は短〉間臨の二原子需にのみ吸慧ずるもねとすれ民お<N
の鎌件によって滋線上の場合と同様に数ふ事が出燕るし，二種の震予間障を吸識の底務~作る上

に於て盤別しないとすれi込 (100)の場合と金く同じになる.

3.近似の意義及び直線上の場合の完金解

以上に述べた方法では，結論に透きる迄の過税に於℃三渡〈直線上の場合ではこ皮〉設現的な取

説者としてゐるく退位 1，II， III). 之等は執れも立方殺やの斜影部分~鰻護の評罷

7践したのであるカむそれが問題の本来の形に於ては知何なる撃の省略になるか役湾、九でみる.元

来との三さつの近似は敦れも，rるがその最大縫 Nj怒に惑い場合部ち吸著幾度小なるときにのみ考察

しf寄るもので品るが，上のま詩くその組訟のキ控を明らかにする事によ D扶養操慶大なる場合

D護観上の場合についてのみ〉に封ずる補1E方法を知b得る.

置議上l'C溜援に並ぶ N{J図のエッケl~に n 100のスヂレンが吸者ずる悉ゆる股議扶識の数〈越

しエヂレン分守‘を医潟しない〉は，先に遊説式く 1)設用().て表したが，その疋確なる穫は買は

N叩 0，るでるみ何と反れば，か Lる吸着紋態。各々は， 銘縄のニたチレンと N-匁九イ留の空ニニ y

ケルが入器つ℃…宛11:並ぶときそのfi苦手除目とfriJ番問がエチレY守護うるかを訴す惑により一議長約に

れ，従つで金紋態教は (N-2め十犯口よ'V-凡イ践の韓踏の麗列に於て:r.チレンの位器給額を
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選ぶ，選び方の教に他ならぬからである.故にく 1)に代るぺさを忍確なる式は，

判中古弓ん寸謀者小了 。〉
エヂレシ分子を震~rJずる時は分母の n! ilと除けはよい.その式は，

i笠こ竺土Dl桔 (N'-n+1)(N'…ぉ)(N'-n-l)..・・(N'-2叶 2).
(N!-2九十月!

との謹穣怒る n舗の塾教の穣をそれ等の平均値のお衆をt;!、って援換すれば，

(伊一山3仰一恒笠r=仰 -1加工 5)n
r!.pちとの器換が近戎王である.而してこの援換は N'が充分大会く且つ絡が小なるときにのみ

され得るものである.尚乙れは務粟平均3とJ協力持手持で置換へたと考へられるから，一段写真

よ歩大きい↑臓を示す事が分弘、情， (5)を郊ふれば直繰上の場合の各確率は泣掠IIのみ

で求められる.

但し N や n として 1 モ)~中の分子数麓援の大きな童文芸ごとるとすれば小さ

でなくなるか訂今それ等を側各した結果のみ営不七之等の織は n:No比の

なb謂は!:n，N-決ω のときの機限値である.

A== 

n(N -"-2n)立 がぐN一知〕
C…一一一一一3ーノ D=一一一一……ャ
ー (N一吋 -- (N~n)3' ，。

まる事に

ぐ6j

一過，lvriなる比三た充立方鶴市 Xi-Xj=ごとa'(xu xJのと=T方は従露首題担.α は守主藤監〉の

や心喜と有する鰭℃の翻騒を除いた桟鈴の部拾の鶴椴3と(N'-a(九一1))"ilと以って近{説的に去

したが，その館護o]E確なき受式は (5)を導いたと相般的な訟で容易に求められる.その給3誌は

ぐN:一句…1)糾 (κ-1)¥!
fーム (lC=a十O.め となる.この式I'C.於て 1C=4e L 11.1で髭れば

(N!ーが十仇-1))!

(3)に代るベ設式が得られる.

Q(N，n) 
(N'-31あやめ!
(N'二五江三芳

• '(7) 
%、

作)の計算に室長(3)の代金 に(7)告と朋ふれば泣説Iによる誤差は徐かれる.しかし II，

IIIの近裂は共機アであるから務皮に齢り襲警告はな1小 N，泌が充分大なるときには (6)と問機

小ざい整数は省略される.その結果のみを示:仁

d三
世

(恭〉 勿議脅 N-2飽も 1や 2tミ絞べられな

で毛主主の綴{専は潟せる.
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事

11 



a 

二ツケル総長為簡に於けるエラトレン分子翌五議tコ磁率表交について

Dニf笠ニ金主 E=:::".2(N'-4γ (8) 
(N' ~3?1，)7 ， むN'…8吋

次?と直線iの場合につき近依IIの意味を考へみ N' 棋の感滞の中住民ずる ρを含んだ議議

せ <5m' f回の}衰を捺変残与の N'-m'銅の席に托-m簡のエヂレシを羽目る翻担コむの教を Q(N' 

の-m)を以ってき受ナ，といふむがこの場合の一般形式である.今こりが 酪0J訴の若干強が

ん点目ト1，・・・・，.. Hrn'-1 (とこのやのどれかYρである)'1きあったとすれば }.=1又は A+m/-l

ニN'の場合以外この取扱はlE確なものではない.拘となれば，上の函数はよ'y'ーが個の滞がさを

るときの肢諮教を表ずものであれ従つ℃此の方法は ，1-1とえ十'f]どとも謹器部ち礎

y ケJレ

ゐ

の如く張つ℃

A-1 

と A:十がとが共に占領されてゐる欣態が憾

で勘定に流れるといふ馳ーだけである〈第10髄

参照). 裁に之t乙棄まずる締lEはか Lる訣轄の

数を.lJIHと勘定してjmへればよい.その計算法

とし"でうをの，p.に或<5紙況を指定した援合の

持じ方法主?と之三部ち，求むる

教は，nーm.f潔から更に2i腐を除いたおιm

ft/ム m~

~f\ " N' 

λ+m' 
λ-.1 

12 

ノ鯵 10 議

-2 {j国のエヂレンを， J.Vんすがのや ，1-:2，え-1及び A-ト7杭え斗ムm'十3の4)訟を除いた N'-m'

ー…4i胞のZをに樫る配担方の数として扱へるからp それを Q(N'…m'-4，n-mーので章受ず.勿

論との橋正頃はi京項と河じ意味I'C於て疋確ではない.え-1，A十17どと共に A-8，A-トm'-ト2も時

時に塞ってゐる法蕗が勘定にjえれ弘事にたる.設に箆に第ニ次の矯lEが必姿でる<5~斯くて一般

に第ν試の補正u::符へ<5.今，近器IIIを苅ひで求められた A，B 等〈一般的に P と議く〉

の各表式も檎互に封ずる燦現として見るとさ~P' と表し，その第 u 次の檎lE墳u::L1νP' と書

くならば，

LI'P' ぐ9)

となる.之は勿論えーむ，Aートm'…1ードむなる態庸がお投ずる場合の惑であってj)が次第に大

になD主撃にえ-2j;=工又は λ十ば…1十会ジ口N' なるに三度れ札その補正明は艇に近訟ではなく

楠誌はここに完結するー又諮ミきが2或は?業者がよ'y'-1となる場合には，戎に L1'¥1+1P'=Q(N'-

m'…4ν-s，均一?九一お-2)1号ぐ1v，rのなる毛皮3どおへて完結される.各縫表彰に業まする座席のイ立豊μ

聴 で後) N， n-及'[，~μ の!1Il1l好に揺揺らず最も…護費約 fと，

Q(N...，l，めIQ(民的世AナC!十Cl，Q(N-2.トl)/Q(主党〉コF÷D
な忍翻係がるる妻誌をと霊堂~L得るー 縫っ1:"ある一銭存在tこっき主主・髭が発会に空襲。てゐる機事容とその少〈と

もf十15の品ツケノしがき詮炉てゐる善事白書終とは委長席のイ支援 μに腐係しない.
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f*l 

の影響は，期く，必要なる精度の武教の;相違といふ7i手で解1-<:採入れられるJ叉若し座席 A-2v，

A十m'-l十むが問題になる以前に品チレン数 n-m-2jJ が 1或はOになれば，矢殺そのiモ廷を立

って補正は完結する.

但し L1'P'は，特殊な例外の場合を徐き，一設に νの大なると共l'C.漸減するものであj)，殊

にえ.jN の小売主る特には急激にその値を読やるから〈註3窓際、)，総涯の現教は必損な程度iて止

めてをく事が出系配備，之等の諭lF.項は注目する感f誕のi符婚にエチ心ンが宅密接して並んでゐる

故意義を表Tのであるから，エヂレン濃度の稀薄なるときに英の穫が小c;く νに謝しての減じ方も

著しいといふ事は器J)!，/z:推察し得る所でるふー之から叉，近探IIが N tc.沈し玲の摘業ノj、主主-o

特にのみ5号室主なものである事が分ふ

情，今 N;nが盤めて大ぎな教でちる場合致考へる. (5)によって (9)を計算し其の結果

に於-cN，鈴をと含まない現を省略すれば，

島
町一山一一町一一F

 
d
 

となる.P' 自身も νニ0 のときり L1"P' に他ならぬから ， P -ø.と求める~には L1"P' を)，<:=，0 か

ら蛤必て謀議が充分/1、さくたる主主総和すればよいわけ1きある.

~L1\'pr 日1李主住民合r

しかし此の等比級数は 2nヰNl主る段j)j汝放J践で遣うるからタ注隠する議席部ニエ yケJVytlの一端に

近くない限t (勿論 N，nは極めて大きな裁である)，三ミは無隈寝起とつ℃も送主主へたい.

hbvprz11叩詩吟士竺二: -.t.r ~ -N(Z~ 一流)m'-m-2

叫がに夫々のf置を輿へて各確率若と喪主計玄立たの主f.1くなる.

上告ヰ 均
一

N
B
 

C一九(N-2n)
、一方研工n)， (10)料

此の結果は N，n→0むの時の各確率の極経飽くN:nのみでヌ去る〉と解緯すれば，喜廷に何等の送

信、をも含まない正確な160である(勿論 A十B十20十D は完全に 1となる).

制蕊線上の主義会のとこの結論だけならば夜霊祭の考擦によって援に警察き向‘.tt::.• 震.Il'b， ij主燃が NI趨遣う望書毛の
党

中 n1箔が霊祭ってゐるのであるから特定の座僚が護ってむる織率紋 τ 3ZN憾の品ツケノしの取 2n偲
N-2n .J.V 

星雲てコてゐるのであるかち符笈のニッケノしが主役い七ぬる事実務t会一 ー一.次に特定の座席が懇てコてゐる事父
N 

絞特定のニッケんが緩いてゐる事が~τコて後に，その直ぐi稼にエデレンの盟主藩じてゐる磯吾容JkUí設<l鋒

の品ツケノレが縫いてゐる害総互容は，n 1間の品チレンと N-2nf僚の祭且ツケんのrtからエチレン叉t主主投品
鈴、 N-2匁

Yケλ，'"選び出される確壊でおね〉ち，炎々三万五訂正正次びケ(N-2奇+n であふ〈長主席の数
N'a:¥2ずとし， .3ミ?事草誌は N-21ものやから後初にき主主ζされた 11僚をi珍かなかったの比重主れも N，n

が滋占うで大きいき滋合を穆へてゐるからで£る〉以上(1)各局重機を組合せれば(10)が簿られる
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品ツケノレ給品磁民主号りる品チレン分子露支策の害援護終表言えに沿いて

向，，zp留上の場合の近琵tIIIは以誌に述べた部く聞の間続にある緩j定の特殊住友無鵡してゐる

るから，か LるE主席に吸着二ずるニ広チレンの数の大きい絞犯に於てその誤差は大でるる.設

ケ11-箆に;於けるニεチレンミ安¥tJtが大になって;終ればか Lる近舷i::eる三撃はI:li来ない.部ち悲

.:ffXIIIも叉 n<Nの場合にのみAひ得るものでるみ

品。計算機

E主総Eこの議会.第 11盟の加し ((10)による).

，zp醤上の場合.第 1幸俊の加し((4)による:脅 (8)によって計算する、も此の表わ範翻内で

泣有数数字二孝行起は殆ど努Dはない).

事務 1 意受

N'=2000 (Nこで1000)

n 25 50 75 100 125 

主賓覆卒婚 5% 10% 15% 立。% 25号も l 

ーへ

A 0.9126 0.8268 0.7399 O.惑547 0.5725 

B 0.01249 0.02494 0.03713 0.04898 0.06052 
、ト

** (0.0125) (0.0250) (0.0375) く0. .05∞〉 (0.0625) 

C 0.u1203 0.02298 0.08274 0.04098 0.0'17字3

D 0.000152 。議000627 0.00144 0.00254 0.00395 

E 0.000154 0.000644 0.00149 0.00270 0.00427 

制括以内「ζ土ヒ絞の矯 N，n→∞のときの B ωI忘害援なる表互交 n/l{'

p 

0.5 

0.4 

0.3 

0.1 

主義 11 悶、、、

一蜘(ib
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鰯 採

唱島

概 括

二原子吸着の閲興ずる不均一系反庭の統計力率的取扱に於て屡々必要となる特定座席，の吸着確

率(緒言参照)，の求値問題に艶し，ーの近似的責算方法を提案した.先づ最も簡単な一次元の場

合につき方法の基本を詳述し，次に之を庭用せるこ弐元の場合の計算方法を示し，更に，本法に

ー於ける近似の兵躍的意義を明らかにして趨用限界と補Eの方法を考察し，最後に貫算例を附加し

た。勿論か与る計算は，統計カ率的の平衡諭叉は反臆論に適用し，責測と比較し得る形に於て始

めて意味のあるものであるが，との部分は績報t乙譲D今同は計算方法を述べるにiとめた.

事長Dに営 P本稿にヲき鐙々御指導，御鞭擦を賜った堀内教授に謝し喜重みて感謝の意を表する.

詰1.地割整理援の“斜影部分"と“白い部分"との境界面が各座標軸を切る黙の該座禄‘を αとをし

(直線上の場合 α=1.5) 然る時は，立方在豊中の“自い部分"といふのは， XIJ X2，....， X切なる n1回

の座擦の中よ P任意に選んだ21回勾，仰が常にぜ Ix，-Xjlミαをiお足する如き立方陸中の駄の集合(M)

であるといふ事が出来る.傍，新しい立方燈を作るとき其の原里町に来るべき白い部分の頂黙の-Qが，

答の立方在豊中で占占うてゐる位置を Sとする. Sは白い部分の中で最も原駄に接近した勲である.叉新

立方践の稜となるべき線分は警の立方旺豊中で既にその各座標軸に卒行な位置にるる.Sから始るか Lる

線分の他端を Tとし STは座標軸 Xkに:zp.行(邸ち C牛kなる憾での。に垂直〕とすれば，線分ST

の長さほ T及び SのXk座擦の差になる.SはM の要素にして原鮎に最も近い貼であるから，そのJtK

-擦は Ix-，一的 1;ミαを満足し且つ，.;お12+X22十・・・・+X，，2 を最小ならしむる如き Xl，X:!'J・・・・，X"の i 

一組である.か Lる組は 0，α，2α， ・・" (冗ー1)品なる n1閏の数によワて作られる.更に，ST上の

各貼は一定なるおi' (i'中的。値と遠鏡的に苦言イじする Xkの値を有し， 総て Mの要素である.散に S

の座標たるべき%個の塁走の中匂座標となるのは，他を不襲警に保ちそれのみ僅かに脅大せしむるも獄

M の要素を表す如き数でなくてはならぬ.之が可能なのは(均一1)品のみである.九郎ち XkGめ=α伽ー

1). との Xkの値を更に連績的に場大せしむるに，Xkの上限 N'に至る迄迭に M の要素たるの僚件

から外れる事はなよ.~Jlちその N' の票制{ Tである.敢に xk(T)=N'.以上よ!J， ST の長さ ~IJち新

立方蜂のー稜の長さは N'ー α(n-1)となる.

駐2.(100)の二ツケノL表面に於ける N'1周の座席に n1，屈のエチレンを配る配り方の数は，エチレン分

子を区別し得るとした時 (N'-3.5n+'3.5)"で近似的に表し得る事の霞明.

n=lの時現らかに成立するから重主主要的濁約法によれ n-11.問の分子を配る配P方包設が (N'-3.&

(n-1)+3;5)"一1 なる事を限定して諮問ナる.倦，N' 1周の中特定のーづの座席 (μ とずる〉及びそれ
字ち

とユツケル原子/:共有ナる周閣の 6座席，を除いた N'-71周の席にn-1個のエチレンを配る配P方の
(*J 

援は，俊定により ((N'-η-3.5伽-1)+3.5)"-~ ・・・・ (i) である.今何番目のエチレンがその μ に坐

〈り斯くー箇所穴の明いた苗に封しでも先の限定を適用してい Lかといふ事に就いては， その部分も又

商の外縁であると考へればよい. この限定は商の外形について明確に規定しではゐないのである.之は

上記の詑明を観れば分る如し との確率式が周縁座席の特異性を無視した時に成立する弐だからである

l.IJち，*形が少し;複雑になれば，その周縁座席の毅の脅しただけ近似が少し悪〈なるといふだけである.
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ユツケル結晶面に於けるエチレン分子吸着の確率表式にヲいて

-フてゐると考へれば， (i)は， ηf周のエチレンがN'1周の席に坐る坐P方の中旬番目のエチレシが μ

に坐ってゐるといふ僚件をi萌す総ての場合の数を表す事になる.然して μ を1から N'迄 5各座席に

とP其の各場合のが Lる毅を全部加へ合せれば，それが n1.回のエチレンの N'1，国の席に封ナる吸着校

態の総数に他ならぬ・ ，N'1悶の座席の中周縁にあるものはツケノレ原子を共有する座席が5個以下で

るる潟(i)の式は適用出来ないわけでおるが， か Lる座席の数は糖、数 N'に較べて極めて少いとナれ

ば，その特異性を無関し喰 Ci)を N'倍して此の吸着朕惑の総数とする事が出来る.

((N'ーち-3・的ー1)+3.5)n-1xN'= (N' -3.fn)n~lx N'， 
N' -3.5n =x; 3.5 =α と置けば，

=がーl(X+αn)=x"十侃αzn-1，

N'>n 従ヲて x>n，又 x>α， 事

さ"，(x+α〉η=(N'-3.5n十3.5)".

意案 3. 近似E に封ずる繍IE;J:真 dνp' が漸減する銭には，次の比が 1 より IJ、であればよい~-!

1こ!と Q(N'-m'-4(v+1)，犯-m-2(ν+1))
，j-P' Q(N'-m'-4v，均一'11ト2ν)

(5) tζよてコで計算すれば，

色三盟二空L→--'X~党一'11の一 (2ν+0 .1 (i y 
(N-m') -(n-m)-2JJ "(N-m')一(nー'11の一(2ν十1)

本文に述べた街宣完結の係件によ!J，此の比の分子又は分母は負になる事はない.故に之が1よ日小な

る矯の燦件は，

(n-m) 
く 1 自Jち N-2n>m'-2何事

(N' -m') -(n-nの
である.然して 'm'-:mは A，B， C， D の各場合に夫々 3，1， 2， 1であてコて，主主ニッケノLが之よ

P多〈ありさヘナればよい(同数の時は dνp' は完結のZ頁迄全部等しい).之の依件は N，仰が相官毒

;大きい時には殆E問題にならない.

街 (i)を見れば .4.，p'の減 p方が nのIJ、なる時に著しい事は明らかである.I 

宅九
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